
サーバ疎通確認方法

リチウムイオン蓄電システムの情報は制御装置（SmartLogger3000A01NH）が取得し、当社クラウドサーバ
(FusionSolar)に電送します。
※自家消費プラン事業では運転データを取得し活用するためにFusionSolarの使用は必須です。

FusionSolarのメイン画面



「発電所名称」(ID情報)と連系日が分かる画面（提出対象）

「発電所名称」欄に表示されたID
（文字、アルファベットと数字を含む）情報が提出対象です。



デバイス⇒PCSをクリックし、疎通自動的にテストし表示する（提出対象）

緑色ランプ：疎通正常

灰色ランプ：疎通異常


